
NPO団体での経験から農家に！
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～おいしいまでの物語～

横浜市保土ヶ谷区の苅部農園
で、園主の苅部博之さんととも
に野菜や果樹を栽培していま
す。苅部農園では年間約100品
目以上を栽培し、オリジナルブ
ランドの品種開発もされていま
す。

飯田さんはNPO団体での経験や農業アルバイトの経験を経
て約15年前に就農。初めは、農業をやりたかったわけでも
なく、なんとなくで働き始めたそうです。今では、自分で
新しい野菜の栽培に取り組まれたりもしています。



   取れたての新鮮な野菜

オリジナルブランドの開発

横浜野菜を食べて頂きありがとうございます！
これからもよろしくお願いします。

～飯田さんからお客様へメッセージ～

赤色が入った柔らかく風味の
良い｢苅部ネギ｣、グラデーシ
ョンが特徴の｢苅部大根｣、カ
ラフルな｢苅部人参｣というオ
リジナルブランドが苅部農園
の強みで、地元のお客様から
も好評をいただいています。

苅部農園にはいくつもの畑が
あります。とても立派なキャ
ベツをいただきましたが、食
感も良くてとてもおいしかっ
たです！毎回20~30種類の収
獲したての野菜をそのまま直
売所｢FRESCO｣で販売してい
るので、新鮮な野菜を買うこ
とが出来ます！



FRESCOでいい野菜を売りたい！

　　　　　　　　　

苅部農園野菜直売所｢FRESCO｣
住所：横浜市保土ケ谷区西谷町962
販売：毎週月・水・金の14:00~18:00

FRESCO
Instagram

苅部農園には｢FRESCO｣という直売所
があります。飯田さんは、｢FRESCO
で良い野菜を売りたい！｣という思い
で農業をしています。以前はカウンタ
ーだけで販売していましたが、今はお
店全体に並んでいます。実際に
FRESCOに入らせていただくと、キャ
ベツや大根、なすなど、立派な野菜が
たくさんありました！野菜は当日売り
切りで、早いと16:00過ぎには減り始
めて17:30には完売してしまうそうで
す。他にも苅部ネギじゃんや、トマト
ケチャップなどの加工品、FRESCOエ
コバックなども販売しています。お客
様のご要望に応えた野菜を育てること
もあるとのことで、お客様のために良
い野菜を育てたい、という思いが伝わ
ってきました！

二十四節気　｢立春｣って？
立春は二十四節気の１番一の節季。｢春が立つ→春の兆しが見え始める
時期｣という意味で、暦の上で春が始まるタイミングです。素敵な一年
を過ごすための｢立春大吉｣という厄除け方法もあるそうです！

～販売者情報～



学生編集後記

TSUBAKI食堂
横浜市中区6-50-10

横浜市市庁舎2階
〈TEL〉045-211-4300
〈ランチ〉11:00~15:00

〈ディナー〉17:00~22:00
定休日：年末年始

料理人 椿直樹　~レストラン情報~

TSUBAKI食堂
公式ホームページ

椿さんの、ちょっと
ヒトコトいいですか？
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飯田さんが就農するまでのお話がとても印象的でした。今では、
自分で育てたい野菜を提案して試したり、直売所の運営をしたり
することを楽しんでいるということをお話ししてくださいまし
た。近所の方との新しい交流が増えたことも農業だからこそだと
感じました。学生時代のことからFRESCOのことまでいろいろな
ことをやさしくお話ししてくださって、楽しく取材に参加させて
いただきました。ありがとうございました！

気は優しくて力持ち！そのままの
人間性です。いつも気遣いをして
くれて、頼りになる青年。
これからも変わらず、横浜の農業
を盛り上げましょう！


